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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

認
定
第
１
号　

 
「
令
和
元

年
度
矢
吹
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
」 

が
17

日
の
第
一
予
算
特
別
委
員

会
で
不
認
定
と
な
っ
た
結

果
24
日
の
本
会
議
で
質
疑

及
び
討
論
が
な
さ
れ
、 

採

決
を
と
り
ま
し
た
。 

【
反
対
討
論
】

安
井　
実
質
５
億
４
千
万

ほ
ど
の
黒
字
決
算
に
際

し
、 

一
般
会
計
か
ら
繰
り

出
し
を
し
、 

国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
軽
減
や
生
活

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
充
て
て
欲
し
い
と
い

う
観
点
か
ら
不
認
定
で

す
。 

青
山　
災
害
と
い
う
不
幸

中
の
中
で
宝
物
の
よ
う
に

お
金
が
入
っ
て
き
た
わ
け

で
、 

特
別
交
付
税
に
関
し

て
の
算
定
の
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
の
で
不
認
定
。 

賛
成
討
論

冨
永　
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
困
窮
世
帯
に
対
し

所
得
に
応
じ
て
減
額
の
制

度
も
あ
り
ま
す
し
、 
各
種

事
業
に
お
い
て
適
切
な
執

行
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判

断
し
認
定
す
べ
き
で
す
。 

関
根　
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
等
へ
の
対

策
費
と
し
て
蓄
え
て
い
く

こ
と
も
町
民
福
祉
に
貢
献

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。 

財
政
難
と
言
わ
れ

る
当
町
に
お
い
て
、 

将
来

へ
の
希
望
を
繋
い
で
く
れ

た
事
に
私
は
感
謝
し
、
賛

成
致
し
ま
す
。 

堀
井　
令
和
元
年
度
の
現

道
舗
装
が
少
な
い
と
い
う

意
見
で
す
が
、 

私
は
そ
う

は
思
わ
ず
、
賛
成
で
す
。 

熊
田　
昨
年
の
台
風
19
号

災
害
に
際
し
、 

町
長
並
び

に
職
員
の
皆
さ
ん
が
、 

血

の
滲
む
努
力
を
し
て
得
た

貴
重
な
財
源
で
す
。 

決

算
が
出
た
か
ら
返
す
な
ど

の
声
は
信
じ
ら
れ
ず
、
賛

成
致
し
ま
す
。 

　
採
決
の
結
果　
賛
成
多

数
に
よ
り
認
定
。 

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月

11
日
よ
り
９
月
24
日
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
出
の
令
和

二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
条
例
の
制
定
及
び
改

正
な
ど
の
議
案
８
件
、
令

和
元
年
度
決
算
認
定
８

件
、
発
議
２
件
、
陳
情
１

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

すべての会計決算を認定！

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引
一　般　会　計 95億1408万円 83億1025万円 12億0383万円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 18億3931万円 17億7450万円 6481万円
公 共 下 水 道 事 業 5億6208万円 5億6082万円 125万円
土 地 造 成 事 業 37万円 ０万円 37万円
農業集落排水事業 3億6590万円 3億6483万円 106万円
介 護 保 険 14億9137万円 14億5639万円 3497万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億7887万円 1億7879万円 7万円

一般特別会計合計 139億5201万円 126億4561円 13億0639万円

水道事業会計
収 益 的 収 支 3億9790万円 3億8758万円 1212万円
資 本 的 収 支 1億4872万円 2億4063万円 △9190万円

　不足額の9190万円は当年度分消費税調整額958万円、過年度分損益留保資金8232万円で補填しました。

会　計　別　決　算　額 （１万円未満切捨て、△はマイナス）

９月定例会

件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
と
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

14
日
よ
り
三
日
間
で
、

11
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
政
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
総
務
教
育
・
産
業

民
生
の
両
常
任
委
員
会
及

び
第
一
・
第
二
予
算
特
別

委
員
会
に
議
案
が
付
託
さ

れ
、
17
日
か
ら
二
日
間
、

関
係
各
課
の
説
明
を
受
け

審
議
し
、
９
月
24
日
の
本

会
議
に
お
い
て
、
各
委
員

会
の
報
告
を
受
け
審
議
し

た
結
果
、
全
て
の
議
案
、

認
定
、
発
議
、
陳
情
等
が

可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し

た
。



〔　3　〕　 やぶき議会だより　189 号

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令和
元年度 すべての会計決算を認定！

第
一
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
芳
賀　
慎
也

副
委
員
長　
冨
永　
創
造

委　
　
員　
髙
久　
美
秋

　
　
　
　
　
堀
井　
成
人

　
　
　
　
　
加
藤　
宏
樹

　
　
　
　
　
青
山　
英
樹

　
　
　
　
　
安
井　
敬
博

第
二
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
関
根　
貴
将

副
委
員
長　
鈴
木　
隆
司

　
　
　
　
　
藤
井　
源
喜

　
　
　
　
　
鈴
木　
浩
一

　
　
　
　
　
三
村　
正
一

　
　
　
　
　
熊
田　
　
宏

区　　分 （単位：千円）

自
主
財
源

町 税 2,332,364
使 用 料・ 手 数 料 87,327
繰 入 金・ 繰 越 金 390,501
そ の 他 自 主 財 源 125,033
小 計 2,935,225

依
存
財
源

地 方 交 付 税 3,420,321
国 庫 支 出 金 1,441,143
地 方 譲 与 税 102,503
県 支 出 金 800,729
地方消費税交付金 320,996
町 債 403,048
そ の 他 依 存 財 源 90,122
小 計 6,578,862
合　　　計 9,514,087

区　　分 （単位：千円）

義
務
的
経
費
経
常
的
経
費

人 件 費 1,156,313
扶 助 費 762,692
公 債 費 803,949
一部事務組合負担金 507,806

任
意
的
経
費

補 助 費 等 891,650
物 件 費 1,727,681
そ の 他 1,350,652
小 計 7,200,743

投
資
的
経
費

補 助 事 業 費 812,518
単 独 事 業 費 296,993
小 計 1,109,511
合　　　計 8,310,254

歳入歳出差引額 1,203,832

一　般　会　計【歳　入】

一　般　会　計【歳　出】

歳　出
83億1,025万円

歳　入
95億1,408万円
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令
和
２
年
度　
補
正
予
算

○一般会計補正額　８億3,397万円

○補正額：歳入歳出　661万円

○補正額：収益的収入　200万円
○補正額：収益的支出　200万円

議案第41号　令和２年度矢吹町一般会計補正予算

議案第42号　令和２年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算

第６次矢吹町まちづくり総合計画後期基本計画
議案第40号

議案第43号　令和２年度矢吹町水道事業会計補正予算

◎予算総額　109億6,885万円

◎補正後の額：歳入歳出　17億5,930万円

◎補正後の額：収益的収入　4億　875万円
◎補正後の額：収益的支出　4億3,970万円

主な補正財源（歳入）
・地方交付税� 9,269万円
・国庫支出金� ３億3,580万円
・県支出金� １億3,112万円
・繰越金� ２億5,000万円
・町債� １,096万円

・理由　県事業費納付金額の確定による財源調整

■重点プロジェクトについて
公共交通推進事業
　高齢者が地域の中で安心して元気に生活できるよう、高齢者の交通手段の確保に努めます。
企業誘致促進事業
　企業誘致により雇用の確保を図り、財政基盤の強化に取り組みます。
待機児童解消加速化事業
　官民連携により待機児童の解消に取り組み、子育てしやすい町、選ばれる町を目指します。
学校給食運営事業
　保護者の負担軽減を図り、未来を担う子供たちを支援することで、安心して子育てできる町づくりを目指します。
（仮称）新田園都市構想事業
　旧総合運動公園用地の利活用を含め、デジタル社会の対応を見据えた新たな田園都市づくりに取り組みます。

・理由　水道施設長寿命化計画策定業務委託料への組替えと追加

主な使いみち（歳出）
・決算剰余金にかかる公共施設等整備基金積立金� 5,500万円
・高度情報化推進事業（電算処理業務委託料等）� 1,841万円
・新生児応援給付金等� 1,275万円
・待機児童解消加速化（小規模保育事業所整備）� 7,140万円
・商工振興費（くらし応援商品券等）� 1億9,280万円
・総合運動公園用地取得費の繰上償還� 2億2,020万円
・教育情報化推進事業（ＩＣＴ機器購入）� 8,208万円
・令和元年度台風災農地農業用施設災害復旧工事� 2,505万円

《
企
画
総
務
課
》

問　
高
度
情
報
化
推
進
費

は
開
発
費
か
、 

毎
年
の
委

託
料
か
。 

答　
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
の

構
築
に
係
る
費
用
と
な
っ

て
い
る
。 

テ
レ
ワ
ー
ク

に
対
応
す
る
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
計
画

し
て
い
る
。

《
保
健
福
祉
課
》

問　
あ
ゆ
り
温
泉
の
休
憩

室
は
い
つ
オ
ー
プ
ン
に
な

る
の
か
。 

答　
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
踏
ま
え
再
開
し
て
い

く
。 

問　
マ
ス
ク
は
相
当
数
の

寄
付
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
し
て
い
る
か
。 

答　
医
療
機
関
に
相
当
数

を
贈
呈
し
て
い
る
。 

《
都
市
整
備
課
》

問
　
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
、 

臨
時
地
方

道
路
整
備
事
業
の
施
工
箇

所
、 

河
川
浚
渫
工
事
の
場

所
は
ど
こ
か
。 

答　
道
路
関
係
に
つ
い
て

は
別
途
資
料
を
準
備
し
ま

す
。 

河
川
浚
渫
工
事
は
、 

阿
由
里
川
を
５
年
間
の
事

業
で
施
工
す
る
予
定
。 

《
教
育
振
興
課
》

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。 

答　
矢
吹
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
対
す
る
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の

助
成
金
で
す
。 

《
子
育
て
支
援
課
》

問　
福
島
県
小
規
模
保
育

事
業
所
設
置
促
進
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、 

動
き
は

あ
る
の
か
。 

答　
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
い
て
い
る
団
体
が
１
事

業
所
あ
る
。 

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、 

人
件
費

に
充
て
る
こ
と
も
で
き
る

内
容
だ
が
対
応
は
ど
う

か
。 

答　
町
内
の
保
育
施
設
４

施
設
が
対
象
で
あ
り
、 

児

童
ク
ラ
ブ
と
同
様
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
係
に
充
て
る
計
画
で

あ
る
。 
人
件
費
へ
充
当

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。 

令和２年度　補　正　予　算
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賛　
　
否　
　
表

第422回議会（９月）定例会議案 賛否表
○は賛成、×は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

９
月
議
会

議　案　名　称　等

議
員
名

可･

否

芳
賀　

慎
也

関
根　

貴
将

髙
久　

美
秋

藤
井　

源
喜

堀
井　

成
人

鈴
木　

浩
一

冨
永　

創
造

三
村　

正
一

加
藤　

宏
樹

鈴
木　

隆
司

青
山　

英
樹

熊
田　
　

宏

安
井　

敬
博

角
田　

秀
明

発議 第７号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（案） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案 第36号 矢吹町手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第37号 矢吹町立幼稚園預かり保育条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第38号 矢吹町営住宅等条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第39号 矢吹町複合施設条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第40号 第６次矢吹町まちづくり総合計画後期基本計画について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第41号 令和２年度矢吹町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案 第42号 令和２年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案 第43号 令和２年度矢吹町水道事業会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
認定 第１号 令和元年度矢吹町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × 議

認定 第２号 令和元年度矢吹町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定 第３号 令和元年度矢吹町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定 第４号 令和元年度矢吹町土地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定 第５号 令和元年度矢吹町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定 第６号 令和元年度矢吹町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定 第７号 令和元年度矢吹町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定 第８号 令和元年度矢吹町水道事業会計決定認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
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条
例
審
査

議
案
第
36
号　
矢
吹
町
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

本
案
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
通
知
す
る
通
知

カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
当
該
通
知

カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る

手
数
料
に
関
す
る
規
定
を

廃
止
す
る
も
の
。

議
案
第
37
号　
矢
吹
町
立

幼
稚
園
預
か
り
保
育
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
国
の
無
償
化

制
度
に
先
行
し
て
実
施
し

て
い
た
町
独
自
の
幼
稚
園

預
か
り
保
育
料
の
一
部
無

償
化
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
よ
り
国
の
制
度
に
移

行
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
。

議
案
第
38
号　
矢
吹
町
営

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
案
は
、
災
害
復
興
住

宅
の
一
般
公
募
に
向
け
、

「
災
害
公
営
住
宅
に
空
き

住
戸
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
方
針
に
つ
い
て
」
の

方
針
に
基
づ
き
、 

段
階
的

に
募
集
拡
大
す
る
た
め
、

及
び
「
公
営
住
宅
法
等
」

の
改
正
に
伴
い
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
39
号　
矢
吹
町
複

合
施
設
条
例

　
本
案
は
、
地
方
自
治
法

第
２
４
４
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
中
心
市
街
地
に

賑
わ
い
と
活
気
を
取
り
戻

し
、
震
災
か
ら
の
復
興
の

町
複
合
施
設
を
設
置
す
る

た
め
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。陳

情
審
査

陳
情
第
５
号　
福
島
第
一

原
発
の
汚
染
水
の
海
洋
・

大
気
放
出
に
反
対
す
る
意

見
書

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
全
議
案
・
陳
情

に
つ
い
て
原
案
の
通
り
可

決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
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  芳
は
賀
が
　慎
しん
也
や
　議員

芳
賀　
高
齢
者
が
元
気
に

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
、
生
涯
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
生
き
が
い
や
楽

し
み
の
あ
る
生
活
を
送

り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
尊
厳
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
具
体
的
な
町
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
平
成
30
年
３
月
に

第
８
次
矢
吹
町
保
険
福
祉

計
画
、
矢
吹
町
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
。
こ
れ
に
基
づ
き
高
齢

者
施
策
を
推
進
し
、
地
域

サ
ロ
ン
や
介
護
予
防
講
座

等
、
介
護
防
止
に
つ
な
げ

て
い
る
。
ま
た
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
て
も
尊
厳
を

守
る
取
り
組
み
と
し
て
、

高
齢
者
、
認
知
症
の
方
の

権
利
擁
護
の
た
め
町
の
各

種
団
体
が
連
携
し
、
家
族

等
か
ら
の
相
談
に
迅
速
な

対
応
を
行
い
、
虐
待
防
止

や
成
年
後
見
人
制
度
の
利

用
に
つ
な
げ
て
い
る
。

芳
賀　
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
後

さ
ら
に
増
え
て
く
る
で
あ

芳
賀　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
（
以
下
Ｃ
Ｓ
）

と
は
学
校
運
営
に
地
域
の

声
を
積
極
的
に
生
か
し
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
が
、
第

６
次
矢
吹
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
後
期
計
画
の
施

策
に
も
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
具
体
的
な
目

的
・
目
標
、
ま
た
学
校
の

教
育
課
程
と
ど
の
よ
う
に

関
連
づ
け
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長　
Ｃ
Ｓ
の
目
標
と

し
て
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
へ
の
転
機
」

「
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
実

践
体
制
の
構
築
」「
地
域

学
校
協
働
本
部
と
の
連
携

し
た
学
校
支
援
活
動
」
の

３
つ
で
あ
る
。
今
後
、
こ

「人にやさしいまちづくり」
　　　高齢者福祉の充実について
答 様々な計画に基づき施策を推進する

ろ
う
高
齢
者
の
独
り
暮
ら

し
の
方
へ
の
見
守
り
や
認

知
症
予
防
等
の
支
援
は
。

町
長　
民
生
児
童
委
員
に

よ
り
定
期
訪
問
活
動
や
日

常
的
な
支
援
、
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

芳
賀　
高
齢
者
で
移
動
手

段
を
持
た
な
い
方
々
の
た

め
の
行
き
活
き
タ
ク
シ
ー

事
業
が
あ
る
が
、
７
０
０

円
ま
で
は
本
人
負
担
で
あ

り
、
料
金
が
高
い
と
の
声

も
あ
る
が
、
料
金
の
見
直

し
は
検
討
出
来
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
町
民

の
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ
を

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

矢
吹
町
学
校
運
営
協
議
会

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）の
目
標
は

答 �

協
働
体
制
を
構
築
し
て
い
く

の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
地
域
に
広
げ
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
が
、
で
き

る
こ
と
か
ら
協
働
を
始
め

る
こ
と
で
、
徐
々
に
多
く

の
人
が
関
わ
る
協
働
体
制

を
構
築
し
て
い
く
。
教
育

課
程
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
Ｃ
Ｓ
に
は
校
長
が
作

成
す
る
学
校
運
営
の
基
本

方
針
を
承
認
す
る
と
い
う

大
き
な
役
割
が
あ
り
ま

す
。

芳
賀　
Ｃ
Ｓ
は
学
校
と
地

域
住
民
が
連
携
・
協
働
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
も
の

と
あ
る
が
、
地
域
住
民
の

方
々
の
人
選
は
ど
の
よ
う

に
し
て
取
り
決
め
し
て
い

く
の
か
、
ま
た
そ
の
任
期

は
。

教
育
長　
地
域
の
方
々
と

学
校
を
結
び
つ
け
る
橋
渡

し
役
と
し
て
の
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
委
員
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
規

則
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
が
任
命
す
る
。
ま
た
任

期
は
１
年
で
あ
り
再
任
も

可
能
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

コミュニティー
スクールパンフレット
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  関
せき
根
ね
　貴
たか
将
まさ
　議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

税
金
な
ど
の
納
入
方
法

に
つ
い
て

関
根　
平
成
29
年
度
に
町

の
全
て
の
保
育
園
が
民
営

化
さ
れ
て
か
ら
待
機
児
童

数
は
増
え
、
今
年
８
月
１

日
現
在
で
の
待
機
児
童
数

39
名
と
の
こ
と
で
す
が
、

待
機
児
童
問
題
に
悩
み
苦

し
む
家
庭
が
一
件
で
も

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

来
年
度
以
降
の
対
策
は
？

教
育
長　
来
年
度
０
歳
児

か
ら
２
歳
児
の
保
育
需
要

の
見
込
み
は
供
給
量
を
上

回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
保

育
場
所
の
拡
大
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
新
た
な
小
規

模
保
育
事
業
所
を
来
年
４

月
の
開
設
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
保
育
士
の
確
保
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

関
根　
保
育
士
不
足
は
当

町
ば
か
り
で
な
く
全
国
的

な
問
題
で
も
あ
り
、
原
因

と
し
て
労
働
に
対
す
る
対

価
が
見
合
わ
な
い
と
い
う

理
由
が
多
い
そ
う
で
す
。

将
来
の
矢
吹
町
の
宝
で
あ

る
子
供
達
を
育
む
業
務
に

携
わ
る
幼
稚
園
教
諭
や
保

育
士
に
対
し
賃
金
の
引
き

上
げ
等
、
町
独
自
の
処
遇

改
善
の
お
考
え
は
あ
る
の

待
機
児
童
問
題
に
つ
い
て

答 　

今
後
最
優
先
で
取
り
組
むか

お
尋
ね
致
し
ま
す
。

教
育
長　
現
在
、
町
の
全

て
の
民
間
保
育
施
設
が
、

処
遇
改
善
等
加
算
を
受
け

保
育
士
の
賃
金
改
善
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
町
の
保

育
士
支
援
制
度
も
活
用
し

な
が
ら
保
育
士
が
働
き
や

す
い
環
境
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
町

独
自
の
処
遇
改
善
に
つ
き

ま
し
て
も
、
賃
金
改
善
状

況
や
周
辺
自
治
体
の
動
向

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
） 答 サービス向上を目指し適正な管理運営に取り組む

指定管理者制度について

関
根　
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
業
務
委
託
を
行
っ

て
い
る
施
設
数
と
受
託
事

業
者
数
を
お
示
し
い
た
だ

き
、
公
営
か
ら
民
営
へ
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

町
長　
令
和
２
年
４
月
時

点
で
67
施
設
に
対
し
42
の

団
体
が
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
こ
と
で
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
、

ま
た
、
経
費
削
減
と
な
る

こ
と
等
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
一
方

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
指
定
管

理
者
の
固
定
化
に
伴
う
業

務
運
営
の
硬
直
化
や
撤
退

し
た
場
合
の
運
営
休
止
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

関
根　
経
費
削
減
が
図
ら

れ
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
働

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
住
民
の
健
康
増
進

及
び
交
流
の
場
と
し
て
機

能
し
て
い
る
施
設
に
お
い

て
、
町
主
導
で
の
運
営
で

あ
っ
た
時
は
２
５
０
０
万

円
弱
で
済
ん
で
い
た
経
費

が
、
今
年
度
約
５
０
０
０

万
円
の
税
金
が
使
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
現
状
は
町

民
が
納
得
の
い
く
チ
ェ
ッ

ク
機
能
と
は
到
底
思
え
な

い
が
、
ご
答
弁
願
い
ま

す
。

町
長　
多
く
の
愛
用
者
が

い
る
一
方
で
、
コ
ス
ト
が

か
か
り
運
営
業
者
側
も
大

変
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。

近
隣
市
町
村
で
経
営
状
態

の
悪
化
か
ら
既
に
休
止
状

態
で
あ
る
施
設
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
形
で
折
り
合

い
を
つ
け
て
い
く
か
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

冨
永　
本
町
の
農
業
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

町
長　
一
点
目
に
地
域
の

中
心
的
な
担
い
手
の
確
保

と
育
成
、
二
点
目
に
計
画

的
な
「
ほ
場
整
備
」
の
推

進
、
三
点
目
に
共
同
で
行

な
う
集
落
営
農
と
農
業
生

産
法
人
推
進
に
よ
る
仕
組

み
づ
く
り
の
構
築
な
ど
を

重
点
的
に
行
な
う
。

冨
永　
農
業
の
積
極
的
規

模
拡
大
が
で
き
る
、
手
厚

い
支
援
を
資
金
面
か
ら
再

考
で
き
な
い
か
。

町
長　
国
や
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ
や
農

業
団
体
か
ら
要
望
に
応
え

冨
永　
「
袖
ヶ
舘
城
跡
」

は
、
本
町
の
誇
れ
る
史
跡

文
化
財
で
あ
る
が
、
町
は

文
化
財
の
保
護
活
用
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　
「
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
」
を
策
定

し
て
、
国
が
認
定
す
れ

ば
、
袖
ヶ
舘
城
跡
の
整
備

に
つ
い
て
国
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
を
文
化
財

保
護
審
議
会
や
関
係
機
関

等
と
検
討
し
ま
す
。

冨
永　
本
町
の
講
師
や
若

手
の
教
員
を
対
象
に
し
た

「
さ
わ
や
か
研
修
会
」
が

あ
る
が
、
室
内
か
ら
外
に

出
て
、「
さ
わ
や
か
な
田

園
の
ま
ち
矢
吹
」
を
直
に

体
験
で
き
る
、
町
内
視
察

を
兼
ね
た
研
修
内
容
を
取

り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

教
育
長　
町
内
の
自
然
や

歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
こ
と

魅力ある農業の将来像は
答 現場を歩いて、相談し明るい農業に変える

た
支
援
を
図
り
、
今
後
も

手
厚
い
支
援
策
を
構
築
で

き
る
よ
う
調
査
研
究
を
重

ね
ま
す
。

　

非
常
に
や
る
気
が
あ

る
、
経
験
と
能
力
が
あ
る

仲
間
が
居
り
、
そ
れ
ら
に

対
し
融
資
を
す
る
こ
と
は

非
常
に
大
き
な
力
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

冨
永　
地
元
有
機
米
を
積

極
的
に
学
校
給
食
に
提
供

で
き
な
い
か
。

町
長　
量
の
確
保
お
よ
び

安
定
的
供
給
の
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
が
、
調
理
実
習

な
ど
で
試
験
的
に
食
す
機

会
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
資
源
の
「
袖
ヶ
舘
城
跡
」
の
活
用
は

答 �

国
で
認
定
さ
れ
れ
ば
整
備
が
可
能

は
、
地
域
を
知
る
こ
と
、

愛
着
を
も
つ
こ
と
、
教
師

の
指
導
意
欲
の
向
上
に
寄

与
す
る
取
り
組
み
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
研
修
内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

冨
永　

小
学
生
、
幼
稚

園
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
子

供
や
保
護
者
が
楽
し
め
る

自
然
体
験
活
動
の
導
入
を

促
す
た
め
に
、
活
動
を
支

援
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
郷
土
の
美
し
い

自
然
や
貴
重
な
史
跡
を
直

に
体
験
す
る
こ
と
は
、 

子

供
た
ち
に
と
っ
て
、 

郷
土

愛
と
と
も
に
豊
か
な
感
性

を
育
む
素
晴
ら
し
い
経
験

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、 

今
後
も
安
全
面
に
配

慮
し
な
が
ら
推
進
し
ま

す
。

冨
とみ
永
なが
　創
そうぞう
造　議員

三神小学校の「田んぼの学校」の様子

袖ケ舘城跡
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

髙
久　
田
内
地
内
の
三
ヶ

所
の
た
め
池
に
つ
い
て
、

ど
の
程
度
の
濃
度
ま
で
下

が
っ
た
か
。

町
長　

入
の
沢
池
で
は
、

１
４
０
０
ベ
ク
レ
ル
か
ら

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
と
な

り
、
低
減
率
が
99
％
。
長

命
池
で
は
１
３
０
０
ベ
ク

レ
ル
か
ら
２
０
０
ベ
ク
レ

ル
と
な
り
、
低
減
率
が

98
％
。
子
八
清
水
池
で
は

１
２
０
０
ベ
ク
レ
ル
か
ら

４
０
０
ベ
ク
レ
ル
と
な

り
、
低
減
率
が
96
％
。

髙
久　
９
年
以
上
経
っ
た

今
、
な
ぜ
、
浚
渫
工
事
に

な
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
最
初
の

た
め
池
の
調
査
を
平
成
24

年
度
か
ら
行
っ
て
、
濃
度

が
高
い
池
が
あ
っ
て
、
各

市
町
村
か
ら
県
・
国
に
要

望
が
上
が
り
、
30
年
度
に

実
践
対
策
を
行
っ
た
。

髙
久　

田
ん
ぼ
の
濃
度

は
、
大
丈
夫
な
の
か
。

町
長　

平
成
24
年
度
に
、

柿
之
内
・
田
内
に
お
い
て

約
１
１
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
に
つ
い
て
、
放
射
性

物
質
の
低
減
対
策
を
実
施

し
た
。
田
内
地
区
で
０
・

４
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

放
射
性
物
質
濃
度
の
軽
減
を
図
る
事
業
に
つ
い
て

答 
今
後
も
検
査
の
結
果
を
注
視
し

　
　
　
　

安
全
・
安
心
な
農
業
を
推
進
す
る

答 適切に管理をお願いしたい

ツツジロードの管理体制について

ト
か
ら
０
・
４
３
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
低
減

し
、
柿
之
内
地
区
で
は
、

０
・
３
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
か
ら
０
・
３
２
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
低

減
し
た
。
現
在
は
、
０
・

１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

程
度
に
な
っ
て
い
る
。

髙
久　
矢
吹
地
区
の
ほ
か

の
た
め
池
の
汚
染
濃
度

は
、
大
丈
夫
な
の
か
。

町
長　
平
成
30
年
度
ま
で

調
査
は
続
け
ら
れ
た
が
、

基
準
を
超
え
た
た
め
池
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

髙
久　
２
区
行
政
区
と
矢

吹
町
区
長
会
が
、
な
ぜ
、

事
業
を
請
け
負
う
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

県
う
つ

く
し
ま
基
金
を
利
用
し

て
、
ツ
ツ
ジ
ロ
ー
ド
が
始

ま
っ
た
。
平
成
28
年
に
植

樹
を
し
て
、
平
成
29
年
か

ら
区
長
会
で
協
議
会
の
補

助
金
を
頂
き
な
が
ら
、
平

成
29
年
か
ら
30
年
に
実
施

し
た
。

髙
久　
補
助
金
が
出
て
い

る
２
区
と
区
長
会
が
管
理

す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

土
地
管

理
は
矢
吹
原
土
地
改
良
区

で
あ
り
、
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

髙
久　
矢
吹
原
土
地
改
良

区
で
は
ツ
ツ
ジ
を
植
え
る

段
階
で
「
管
理
を
任
さ
れ

る
な
ら
許
可
し
な
か
っ

た
。」
と
の
返
答
だ
が
、

町
の
管
理
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

矢
吹
原

土
地
改
良
区
に
植
え
さ
せ

て
も
ら
っ
た
ツ
ツ
ジ
の
管

理
は
町
の
責
任
と
認
識
し

て
い
る
。

髙
久　
こ
の
ツ
ツ
ジ
ロ
ー

ド
は
、
開
拓
ロ
ー
ド
の
補

助
金
を
使
っ
て
整
備
し
て

お
り
、
管
理
は
町
が
責
任

を
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長　
そ
れ
ぞ

れ
の
所
有
者
に
管
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で

あ
り
、
産
業
振
興
課
・
農

業
委
員
会
と
し
て
、
適
切

な
管
理
を
今
後
、
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

浚
しゅんせつ
渫工事

ツツジロード

髙
たか
久
く
　美
よし
秋
あき
　議員
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

藤
井　
道
の
駅
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
期
待
し
た

人
、
必
要
を
感
じ
な
い
人

が
い
る
と
思
う
が
事
業
廃

止
と
し
た
の
は
ど
の
よ
う

な
理
由
か
。

町
長　
平
成
28
年
度
か
ら

「
道
の
駅
や
ぶ
き
地
域
協

議
会
」
が
設
置
さ
れ
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
候

補
地
は
決
定
し
て
お
ら

ず
、
国
道
４
号
４
車
線
化

の
協
議
も
今
後
具
体
的
に

進
め
ら
れ
る
。
選
挙
公
約

に
お
い
て
、
道
の
駅
等
公

共
事
業
の
再
点
検
を
行
う

こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
総

点
検
が
で
き
て
い
な
い
現

在
の
状
況
で
は
、
立
ち
止

ま
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

後
期
基
本
計
画
へ
の
位
置

づ
け
を
見
送
り
、
凍
結
す

る
。

藤
井　
新
規
事
業
と
し
て

計
画
さ
れ
て
い
る
「（
仮

称
）
新
田
園
都
市
構
想
事

業
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

藤
井　
職
員
の
年
齢
別
構

成
に
よ
る
と
、
22
～
24
才

で
は
女
性
が
２
名
、
53
～

57
才
で
は
女
性
が
４
名
で

男
性
職
員
が
０
名
の
状
況

が
あ
り
人
事
配
置
が
難
し

い
と
思
わ
れ
る
が
、
令
和

３
年
度
の
職
員
採
用
人
員

は
ど
う
か
。

町
長　

人
事
配
置
に
あ

た
っ
て
は
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
、
主
事
、
主
査
等
の

職
位
に
よ
る
構
成
と
職
員

の
適
性
、
自
己
申
告
シ
ー

ト
に
よ
る
希
望
確
認
、
育

成
の
た
め
の
人
事
サ
イ
ク

ル
等
を
勘
案
し
、
人
員
配

置
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

３
年
度
の
職
員
採
用
候
補

者
試
験
は
広
報
や
ぶ
き
９

月
号
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
記
事
を
掲
載
し
「
若

干
名
」
と
し
て
い
る
。

「道の駅推進事業」今後の予定は！
答 後期基本計画へは位置づけず凍結

町
長　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
矢
吹
町
の

可
能
性
を
見
出
す
青
写
真

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
農
業
政
策
で
は
、

担
い
手
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
、
農
業
施
設
の
老

朽
化
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
若
者
が
当
該
地
区
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
働
く
場
の
確
保
と
し

て
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
た
い
。
旧
総
合
運
動

公
園
用
地
も
含
め
て
、
町

内
全
域
に
目
を
向
け
50
年

後
、
１
０
０
年
後
を
見
据

え
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
新
田
園
都
市
づ
く
り

を
し
た
い
。

後
期
基
本
計
画
と
職
員
体
制
の
管
理

答 �

条
例
定
数
の
範
囲
内
で
適
正
に
調
整

藤
井　
後
期
基
本
計
画
に

よ
っ
て
職
員
の
増
減
は
発

生
す
る
の
か
。
必
要
職
員

数
は
ど
の
よ
う
に
管
理
し

て
い
る
の
か
。

町
長　

常
勤
の
職
員
数

は
、
矢
吹
町
職
員
定
数
条

例
に
お
い
て
、
町
部
局
、

議
会
事
務
局
、
教
育
委
員

会
部
局
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
、
農
業
委
員
会

事
務
局
等
、
部
局
ご
と
の

定
数
を
定
め
、
全
体
の
職

員
数
と
し
て
１
７
０
名
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
旧
臨

時
職
員
、
一
般
職
非
常
勤

職
員
は
令
和
２
年
度
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
任
用
し
、
条
例
定
数
に

は
含
ま
れ
な
い
。
主
要
事

業
に
係
る
人
的
・
組
織
的

な
課
題
を
把
握
し
、
適
正

な
人
員
数
を
検
討
し
必
要

職
員
数
を
決
定
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ

を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス

  藤
ふじ
井
い
　源
げん
喜
き
　議員

課　名 企　画
総務課

まちづくり
推進課 税務課 総　合

窓口課
保　健
福祉課

産　業
振興課

都　市
整備課

議　会
事務局

職員数 17 12 13 6 19 16 22 2

課　名 教　育
振興課

子育て
支援課

矢　吹
幼稚園

中　央
幼稚園

中　畑
幼稚園

三　神
幼稚園

白　河
広域圏 計

職員数 17 8 5 6 5 4 2 154

職員の課の人数
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

鈴
木（
浩
）　
交
通
弱
者
に

対
す
る
町
の
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
長　
今
後
の
高
齢
化
社

会
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
高

齢
者
に
よ
る
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
者
は
増
え
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
運

転
免
許
証
を
持
た
な
い
、

い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
た

め
の
公
共
交
通
政
策
と
し

て
、
平
成
31
年
２
月
か
ら

行
き
活
き
タ
ク
シ
ー
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
運
転
免
許
証

を
返
納
す
る
高
齢
者
の
日

常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
足
を
確
保
す
る
と
い

う
こ
と
で
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
は
高

齢
者
の
方
が
多
く
集
ま
る

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
こ
と

ぶ
き
大
学
等
で
の
事
業
Ｐ

Ｒ
や
周
知
活
動
を
強
化
し

鈴
すず
木
き
　浩
こう
一
いち
　議員

交
通
弱
者
に
対
す
る
町
の
対
策
は

答 
行
き
活
き
タ
ク
シ
ー
事
業
を
実
施

答 ニーズを的確に捉えた
サービス提供体制を整備する

障がい者のための支援策、施策について

ま
し
て
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

画
の
計
画
期
間
は
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
中

の
策
定
に
向
け
、
現
在
、 

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

整
備
し
、
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

障
害
の
あ
る
方
等
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

鈴
木（
浩
）　
障
が
い
者
の

た
め
の
支
援
策
、
施
策
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　
過
去
の
計
画
の
検

証
と
し
ま
し
て
は
、
前
期

計
画
期
間
に
お
け
る
実
績

を
分
析
、
評
価
し
、
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第

１
期
障
害
児
福
祉
計
画
の

期
間
に
お
け
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
を
算

出
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
次
期
計
画
で
あ
る
第

６
期
の
障
害
福
祉
計
画
及

び
第
２
期
障
害
児
福
祉
計

行き活きタクシー利用登録証
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員
三
村　
６
月
議
会
で
一
般

社
団
法
人
ま
ち
づ
く
り
矢

吹
は
、
公
益
的
法
人
で
は

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

が
、
派
遣
に
関
す
る
条
例

に
違
反
し
て
い
な
い
か
。

町
長　
派
遣
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
為
、
自
立
で
き

る
間
、
支
援
が
必
要
と
の

判
断
か
ら
職
務
命
令
に
よ

り
勤
務
さ
せ
て
い
る
。

三
村　
ま
ち
づ
く
り
矢
吹

で
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
条
例
は
あ
る
の
か
。

企
画
総
務
課
長　
条
例
は

な
い
。
職
務
命
令
に
よ
り

勤
務
さ
せ
て
い
る
。

三
村　
条
例
に
な
い
こ
と

を
職
務
命
令
で
勤
務
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

企
画
総
務
課
長　
条
例
に

な
く
と
も
、
自
治
法
に
基

づ
き
職
務
命
令
を
出
す
事

は
出
来
る
と
解
釈
し
て
い

る
。

三
村　
派
遣
の
職
員
を
使

う
よ
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
従
事
し
て
頂

い
た
方
が
少
な
い
費
用
で

あ
る
こ
と
を
認
知
し
な
が

ら
、
多
額
の
費
用
が
か
か

三
村　
平
成
27
年
度
は
１

３
２
名
の
正
職
員
で
し
た

が
、
平
成
31
年
度
は
１
５

０
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
仕
事
量
に
合
わ
せ
て

職
員
を
確
保
す
べ
き
と
考

え
る
見
解
を
伺
う
。

町
長　
事
務
事
業
の
効
果

的
・
効
率
的
遂
行
に
必
要

な
人
員
を
検
討
し
、
必
要

最
小
限
の
人
員
確
保
し
、

業
務
量
と
人
員
の
最
適
化

と
理
解
し
て
い
る
。

三
村　
平
成
30
年
度
の
計

画
１
４
８
名
で
１
５
０

名
、
31
年
度
が
１
５
６
名

と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
事
業
が
増
え
て
６
名

増
と
な
っ
た
の
か
。

まちづくり矢吹への派遣は
条例違反では

答 地方自治法に基づく職務命令による

る
派
遣
会
社
を
使
う
こ
と

は
背
任
行
為
で
は
な
い

か
。

町
長　
業
務
委
託
と
直
営

で
の
費
用
を
単
純
に
比
較

す
れ
ば
、
短
期
的
に
は
業

務
委
託
の
方
が
管
理
費
相

当
分
の
差
額
が
発
生
す
る

試
算
が
あ
る
。
民
間
委
託

に
よ
り
職
員
が
業
務
に
専

念
で
き
、
町
民
福
祉
の
充

実
に
つ
な
が
る
。

三
村　
今
ま
で
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
す
る
と

10
年
間
で
８
億
円
の
負
担

増
に
な
る
の
で
、
民
間
委

託
す
る
と
い
う
説
明
を
し

て
き
た
が
、
今
度
は
負
担

が
増
え
て
も
そ
ち
ら
に
頼

む
と
い
う
説
明
に
は
納
得

が
で
き
な
い
。

企
画
総
務
課
長　
こ
れ
ま

で
と
違
う
内
容
で
町
長
も

答
弁
し
た
こ
と
で
は
な
い

と
思
う
。
総
点
検
の
中

で
、
精
査
し
て
い
く
。

三
村　
町
教
育
委
員
の
監

査
就
任
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
。

町
長　
総
務
省
か
ら
、
兼

業
禁
止
に
該
当
す
る
か
ど

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

企
画
総
務
課
長　
各
事
業

の
状
況
・
業
務
量
に
合
わ

せ
た
中
で
適
正
に
職
員
採

用
を
行
っ
て
い
る
。
各
課

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ

り
業
務
量
を
精
査
し
た
上

で
行
っ
て
い
る
。

三
村　
令
和
２
年
度
職
員

数
の
実
績
は
。

企
画
総
務
課
長　
１
５
４

名
で
あ
る
。

三
村　
会
計
年
度
任
用
職

員
と
派
遣
社
員
の
資
料
で

は
会
計
年
度
任
用
職
員
の

方
が
一
名
当
た
り
42
万
円

上
昇
す
る
試
算
で
あ
る
が

内
容
を
伺
う
。

企
画
総
務
課
長　
期
末
手

当
と
社
会
保
険
料
で
あ
る
。

三
村　

聞
き
取
り
で
は
、

昨
年
度
所
得
か
ら
期
末
手

当
分
を
給
料
か
ら
差
引
い

て
、
減
額
し
て
期
末
手
当

で
清
算
す
る
方
法
と
伺
っ

て
き
た
が
、
認
識
を
伺
う
。

企
画
総
務
課
長　
昨
年
度

答 

適
正
に
職
員
採
用
を
行
っ
て
い
る

そ
の
他
の
質
問
事
項

・‌�

農
業
の
現
状
と
今
後
の

振
興
策
に
つ
い
て

・‌�

農
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
に
つ
い
て

・‌�

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置

に
つ
い
て

う
か
の
決
定
は
選
任
権
者

が
行
う
も
の
、
長
の
決
定

権
で
あ
る
と
回
答
あ
り
、

対
応
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

同
様
、
現
給
保
障
で
行
っ

て
い
る
。
先
程
の
資
料

は
、
将
来
的
な
見
込
み
で

あ
る
の
で
、
現
在
の
方
の

比
較
で
は
な
い
。

三
村　
期
末
手
当
の
42
万

円
は
今
年
払
う
の
か
。
会

計
年
度
任
用
職
員
は
１
年

単
位
で
更
新
の
は
ず
で
す

が
、
今
後
の
事
ま
で
入
れ

て
計
算
し
た
と
い
う
が
、

算
出
の
根
拠
が
薄
い
の
で

は
な
い
か
。

企
画
総
務
課
長　
資
料
の

包
括
業
務
委
託
料
の
表

は
、
包
括
業
務
と
会
計
年

度
任
用
職
員
の
場
合
で
試

算
し
た
も
の
で
、
現
在
の

状
況
で
は
な
い
。

↘
↘
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加
藤　
矢
吹
町
長
と
し
て

印
鑑
証
明
が
発
行
さ
れ
な

い
の
で
前
町
長
個
人
で
登

記
す
る
ほ
か
無
か
っ
た
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
定
款

認
証
の
際
矢
吹
町
と
し
て

認
証
す
れ
ば
町
が
社
員
に

な
れ
た
の
で
は
。

町
長　
公
印
証
明
書
で
法

人
と
し
て
町
が
社
員
に
な

れ
る
と
回
答
を
得
た
。

加
藤　
設
立
に
際
し
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
誰

に
、
何
を
相
談
し
た
か
。

町
長　
令
和
元
年
４
月
末

に
雇
用
労
政
官
が
福
島
地

方
法
務
局
に
町
が
設
立
時

社
員
に
な
る
こ
と
の
相
談

し
、「
個
人
で
の
登
記
と

な
る
」
と
の
回
答
で
あ
っ

た
が
、
再
度
確
認
し
た
と

こ
ろ
、「
電
話
で
の
軽
易

な
相
談
は
記
録
が
無
い
の

で
誰
が
対
応
し
た
か
不

明
」 

と
回
答
が
あ
っ
た
。

加
藤　
会
社
設
立
に
主
に

ま
ち
づ
く
り
矢
吹
に
町
と
し
て
社
員
に
な
れ
た
の
で
は

答 

町
が
社
員
に
な
れ
る

答 総決起集会でも貸し出せる

公民館を総決起集会等に使用できたのではないか

携
わ
っ
た
の
は
、
雇
用
労

政
官
Ｓ
氏
か
。

企
画
総
務
課
長　
そ
う
で

す
。

加
藤　
社
員
と
し
て
矢
吹

町
で
登
記
出
来
な
い
の
で

前
町
長
個
人
で
の
登
記
は

間
違
っ
て
い
た
か
。

企
画
総
務
課
長　
当
時
の

確
認
が
不
十
分
で
あ
り
、

お
詫
び
致
し
ま
す
。

　
法
解
釈
の
相
違
に
よ
り

ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に

深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。

加
藤　
今
後
の
運
用
は
ど

の
様
に
対
応
す
る
の
か
。

町
長　
団
体
の
活
動
内
容

を
真
摯
に
伺
い
、 

法
の
趣

旨
を
十
分
に
確
認
し
運
用

す
る
。

加
藤　
令
和
２
年
２
月
26

日
の
教
育
長
職
務
代
理
者

Ｍ
氏
の
回
答
は
弁
護
士
と

相
談
の
上
と
あ
る
が
そ
の

弁
護
士
と
は
誰
か
。

町
長　
法
律
相
談
は
町
顧

問
弁
護
士
で
す
。

加
藤　
令
和
元
年
12
月
23

日
、
令
和
２
年
２
月
26
日

の
教
育
長
及
び
職
務
代
理

者
の
回
答
は
正
し
い
か
、

誤
り
か
。

町
長　
平
成
30
年
12
月
21

日
の
文
科
省
事
務
連
絡
に

よ
り
社
会
教
育
法
第
23
条

１
項
の
条
文
に
関
し
て
、

総
決
起
集
会
等
で
も
貸
し

出
せ
る
と
解
釈
で
き
る
。

当
時
の
運
用
は
古
い
考
え

や
社
会
情
勢
に
よ
る
解
釈

で
誤
り
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

中央公民館

加
か
藤
とう
　宏

ひろ
樹
き
　議員

まちづくり矢吹事業所

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
つ
い
て

・�

歩
道
整
備
に
つ
い
て

・�

町
巡
回
バ
ス
等
に
つ
い

て
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  堀
ほり
井
い
　成
しげ
人
と
　議員

堀
井　
阿
武
隈
川
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
町

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。

町
長　
阿
武
隈
川
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
の
台
風

19
号
で
の
豪
雨
災
害
を
受

け
て
、
国
土
交
通
省
、
気

象
庁
、
福
島
県
、
流
域
自

治
体
で
の
阿
武
隈
川
上
流

大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対

策
で
の
、
遊
水
地
計
画
で

あ
り
ま
す
。
大
規
模
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、 

国
に

対
し
て
、
丁
寧
な
説
明
を

再
々
強
く
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

堀
井　

国
土
交
通
省
で

は
、
遊
水
地
事
業
に
約
10

年
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の

間
に
も
台
風
や
大
雨
に
よ

る
大
規
模
な
災
害
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
通
行
止
め

や
、
土
の
う
袋
の
資
材
を

事
前
に
浸
水
想
定
地
域
に

配
備
を
お
願
い
し
た
い

が
、 

町
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

堀
井　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
中

で
、 

大
災
害
で
避
難
勧
告

が
出
た
場
合
の
避
難
訓
練

に
つ
い
て

防災災害対策について
答 減災対策協議会で取りまとめられた
　　　　　ソフトとハードを含めた治水対策

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

資
機
材

に
つ
い
て
は
、
通
行
止
め

の
バ
リ
ケ
ー
ド
、
土
の
う

袋
な
ど
今
年
度
も
新
た
に

購
入
し
、
事
前
に
浸
水
想

定
地
域
へ
配
備
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

堀
井　

遊
水
地
計
画
は
、

大
規
模
な
事
業
で
す
。
町

と
し
て
も
体
制
の
充
実
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

都
市
整
備
課
長　
遊
水
地

事
業
で
す
が
、
阿
武
隈
川

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
約
一
千
億
円

と
、 
非
常
に
大
き
な
事
業

費
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

合
わ
せ
て
、
町
と
し
て
十

分
な
体
制
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

堀
井　
昨
年
の
台
風
19
号

で
は
、
上
流
の
谷
中
、
明

新
地
区
で
も
堤
防
が
決
壊

し
ま
し
た
。
連
携
し
た
治

水
対
策
が
出
来
る
の
か
、

国
と
県
へ
町
か
ら
要
望
し

て
ほ
し
い
が
、
町
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

町
長　
避
難
訓
練
の
実
施

で
す
が
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観

点
か
ら
、 

避
難
所
を
開
設

し
、 

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
の
避
難
訓
練
を
行

政
区
の
協
力
を
頂
き
ま
し

て
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

答 

避
難
所
開
設
等
に
つ
い
て

行
政
区
の
協
力
を
い
た
だ
く
説
明
を
行
う

都
市
整
備
課
長　
上
流
は

県
管
理
で
す
が
、 

遊
水
地

事
業
に
あ
わ
せ
た
河
川
の

整
備
に
つ
い
て
、 

直
接
要

望
を
行
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

堀
井　
遊
水
地
に
よ
る
土

地
の
買
収
に
つ
い
て
、 

住

宅
地
や
農
地
な
ど
の
代
替

地
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。 

都
市
整
備
課
長　
住
宅
に

つ
い
て
は
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
が
、 

国
と
し

て
は
特
に
住
宅
地
に
関
し

て
は
、 

責
任
を
持
っ
て
対

応
し
ま
す
。 

農
地
に
つ

い
て
は
、 
農
地
中
間
管
理

機
構
を
活
用
し
国
と
連
携

し
、 

進
め
て
い
き
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた
職員による避難所開設訓練の様子
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安
井　
第
６
次
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
案
の
中
で
、
５
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

と
し
て
示
さ
れ
た
本
事
業

だ
が
、
旧
総
合
運
動
公
園

用
地
な
ど
に
大
規
模
な
開

発
等
を
伴
う
印
象
を
受
け

る
が
、
ど
う
な
の
か
。

町
長　
当
初
の
資
料
で
見

る
と
、
エ
リ
ア
を
決
め
、

そ
の
場
所
を
開
発
し
て
い

く
と
い
う
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
実
際
に
思
う
と
こ

ろ
は
、
田
園
を
成
り
立
た

せ
る
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
な

り
、
後
継
者
が
安
心
し
、

定
住
し
て
も
ら
う
事
や
、

安
井　
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
は
じ
め
、
様
々
な
立

場
の
方
か
ら
、
矢
吹
駅

ホ
ー
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
へ

の
不
便
さ
が
訴
え
ら
れ
て

い
る
。
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
へ
の
支
援

ニ
ー
ズ
の
増
加
や
高
齢
化

が
加
速
す
る
中
で
、
矢
吹

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

急
が
れ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ

等
の
設
置
等
の
検
討
は
し

て
い
る
の
か
。

町
長　
平
成
28
年
３
月
に

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
策
定
し
、
今
後
矢
吹

駅
を
含
め
た
公
共
施
設
の

改
修
の
際
に
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
に
立
ち
、
バ
リ
ア
フ

若
い
人
が
矢
吹
町
を
ど
ん

ど
ん
選
ん
で
も
ら
う
条
件

を
整
え
る
こ
と
が
非
常
に

大
切
で
、
雇
用
機
会
を
つ

く
る
、
ま
た
、
財
源
を
整

え
て
、
例
え
ば
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

様
々
な
施
策
を
す
る
と

い
っ
た
考
え
で
す
。
一
つ

の
地
域
を
開
発
す
る
目
的

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

リ
ー
化
改
修
を
行
う
方
針

で
す
。

安
井　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
エ

レ
ベ
ー
タ
設
置
要
望
は
し

て
い
る
の
か
。

町
長　
県
と
県
内
市
町
村

で
構
成
す
る
福
島
県
鉄
道

活
性
化
議
会
を
通
じ
て
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

安
井　
先
ず
は
観
光
案
内

所
脇
の
１
番
線
ホ
ー
ム
の

フ
ェ
ン
ス
を
開
放
す
る
な

ど
、
費
用
を
か
け
ず
に
行

う
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
。

産
業
振
興
課
長　
ホ
ー
ム

に
関
係
す
る
こ
と
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
も
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

解
決
の
た
め
に
様
々
な
視

点
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

  安
やす
井
い
　敬
たかひろ
博　議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

・‌�

図
書
館
の
運
営
管
理
に

つ
い
て

答 利用する全ての方々が安心して
利用できるような環境整備に努めてまいります

矢吹駅のバリアフリー化を

新
田
園
都
市
構
想
事
業
と
は
何
か

答 
50
年
後
、 

１
０
０
年
後
を
見
据
え
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

安
井　
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
合
意
形
成
す

る
こ
と
が
大
事
だ
が
考
え

は
。

町
長　
新
田
園
都
市
構
想

に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
出

し
、
基
本
的
な
事
は
広
報

や
ぶ
き
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
、
様
々
な

声
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

矢吹駅
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

青
山　
令
和
元
年
度
決
算

で
は
実
質
収
支
比
率
１

２
・
１
％
、
５
億
４
千
２

百
万
円
の
黒
字
と
な
り
過

去
に
例
の
な
い
ゆ
と
り
あ

る
財
政
と
な
っ
た
。
例
年

赤
字
で
あ
っ
た
単
年
度
収

支
、
実
質
単
年
度
収
支
も

黒
字
と
な
り
、
数
値
的
に

は
評
価
で
き
る
も
の
か
と

思
う
が
、
実
際
の
運
営
か

ら
は
い
か
が
な
所
感
を
お

持
ち
か
伺
う
。

企
画
総
務
課
長　
交
付
税

措
置
と
し
て
予
想
以
上
の

多
い
特
別
交
付
税
が
交
付

さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
財

政
状
況
、
潤
沢
と
の
認
識

は
な
い
。

青
山　
町
の
最
上
位
計
画

で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
」
の
策
定
に
関
し

て
、
住
民
参
加
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。
近
年 

「
自
治
体
３
・
０
」
が
注

目
さ
れ
る
。
住
民
に
汗
を

か
い
て
も
ら
う
「
協
働
」、

加
え
て
協
力
し
て
つ
く
る 

「
協
創
」
を
取
り
入
れ
、

み
ん
な
の
課
題
と
し
て
、

み
ん
な
の
責
任
の
下
に
み

ん
な
が
解
決
に
向
か
っ
て

い
く
よ
う
住
民
を
ど
ん
ど

ん
参
画
さ
せ
て
い
く
手
法

で
あ
る
。
総
合
計
画
の
策

定
で
も
上
意
下
達
的
な
こ

と
で
は
な
く
「
エ
レ
ベ
ー

タ
を
駅
に
設
置
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
町
民
の
要

望
が
、
総
合
計
画
に
具
体

的
に
見
え
て
こ
な
い
の
が

実
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
住
民
自
治
が
総
合
計
画

「黒字でゆとり（？）」の
財政運営は本物か？

答 財政状況、 潤沢であるとの認識は持っておりません

青
山　
多
く
の
自
治
体
は

実
質
公
債
費
比
率
が
一
桁

だ
が
、
当
町
は
そ
う
で
な

く
低
空
飛
行
を
し
て
き

た
。
今
回
財
政
上
の
数
値

と
し
て
ゆ
と
り
あ
る
結
果

が
出
て
き
た
が
、
今
後
の

財
政
運
営
も
こ
れ
が
続
く

の
か
示
さ
れ
た
い
。

企
画
総
務
課
長　
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
の
後
期
計

画
実
現
に
向
け
た
財
政
運

営
や
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
を

見
極
め
、
何
を
選
択
し
、

何
に
集
中
す
る
か
を
考
え

財
政
運
営
健
全
化
に
努
め

た
い
。

「
総
合
計
画
」へ
の
住
民
参
画
を
！

答 

丁
寧
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い

後
期
基
本
計
画
の
事
務
事
業
に
反
映
さ
せ
る

に
反
映
さ
れ
な
い
の
か
ど

う
か
尋
ね
る
。

企
画
総
務
課
長　
協
働
で

住
民
と
一
緒
に
や
っ
て
い

く
姿
勢
は
大
切
で
あ
る
。

住
民
自
治
、 

団
体
自
治
両

面
の
融
合
が
ま
ち
づ
く
り

の
理
想
と
考
え
る
。
今
後

と
も
こ
の
よ
う
な
考
え
を

基
に
、
町
民
に
説
明
し
出

来
る
限
り
参
加
し
て
頂

き
、
共
に
支
え
合
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
識

の
醸
成
を
図
り
た
い
と
思

う
。

区　　分 令和元年度 平成30年度
歳　　　入　　① 9,514,087 8,358,530
歳　　　出　　② 8,310,254 8,048,909
形式収支①－②③ 1,203,833 309,621
翌年度に繰越すべ
き財源　　　　④ 661,605 137,670

実質収支③－④⑤ 542,228 171,951
前年度実質収支⑥ 171,951 205,632
単年度収支
　　　　⑤－⑥⑦ 370,277 △33,681

基金積立額　　⑧ 1,306 880
繰上償還金　　⑨ 79,953 99,069
基金とりくずし額
　　　　　　　⑩ 0 92,910
実質単年度収支
　 ⑦+⑧+⑨－⑩ 451,536 △26,642

一般会計財政収支の状況　　　 　　（千円）
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議
会
だ
よ
り
読
者
の
声

町 議 会
トリチウム放射性汚染水の放出

反対意見書を国に提出
　放射性汚染水の海洋・大気放出は、東日本大震災と原発事故からの復興に頑張って
きた福島県民の努力を踏みにじるものであり、新たな風評被害、偏見や差別が再燃し、
県民に重大な影響を及ぼすもので、断じて容認できません。
　よって、福島第一原子力発電所の放射性汚染水の海洋及び大気放出は行わないこと
を要望する。

　議会だよりの編集に関して、より分かり易い、充実した広報内容になるよう、町民から６人
のモニターが委嘱されています。前回の第188号やぶき議会だより、 その出来具合をアンケー
ト形式で、モニターさんから助言・評価していただいたものを読者の声として今回、要約掲載
しました。

評価：Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ　好感度、読みやすさ、分かりやすさを示す
　　　　　　　　　　　　　Ａが最も良く　Ｃが普通　Ｅが分かりにくい

●�第188号の評価がＢ ６人中２. ７人、次にＣ ６人中２. １人に集中するという結果でした。
　まずは目標Ｂの６人中４人以上を目指します。（編集委員から）

●各ご意見の要約
　①具体的な金額等の表示が望ましい。
　②初見でも分かり易い議会だよりの編集をお願いしたい。
　③年に１度くらい、 小・中学生が議会に興味が持てる内容を掲載しては。
　④活動があまり知られていない人やグループを表紙写真に。
　⑤表紙写真は季節感、 人、 場所を印象づけるように。
　⑥乖離、 詭弁などはわかりやすい言葉に変えて表記してほしい。
　⑦読むのが大変、 少ない文字数、 大きな文字で。

編集委員から
○�これらの評価やご意見の積み重ねを大切に受け止めながら、より読みやすい編集内容

につながるよう誠心誠意努力してまいります。
　多くの町民の読者皆様の声をお聞かせください。

議会だより
読者の声
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色
彩
あ
ふ
れ
る
紅
葉
の
美

し
さ
と
、
澄
み
き
っ
た
空
の

青
さ
に
心
が
は
ず
む
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
９
月
議
会
定
例

会
で
は
、
11
名
が
登
壇
し
、

そ
の
う
ち
新
人
議
員
６
名
も

全
員
己
の
政
策
等
を
一
般
質

問
に
託
し
、
執
行
部
側
へ
今

夏
の
猛
暑
の
ご
と
く
熱
く
訴

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
持

ち
寄
り
、
町
民
の
皆
様
の
笑

顔
溢
れ
る
幸
せ
な
田
園
都
市

矢
吹
町
を
描
い
て
い
き
た
い

と
い
う
想
い
を
議
会
広
報
か

ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
文
責　

関
根
貴
将
）

�

委
員
長
　
冨
永
　
創
造

�

副
委
員
長
　
関
根
　
貴
将

�

委
　
　
員
　
藤
井
　
源
喜

�

　
〃
　
　
　
鈴
木
　
浩
一

�

　
〃
　
　
　
髙
久
　
美
秋

�

　
〃
　
　
　
芳
賀
　
慎
也

次回議会のご案内

●�９月議会（第422回定例会）の傍聴者は
計22名でした。

　ありがとうございました。

12月定例会
12月４日㈮　午前10時開会

一般質問
12月７日㈪・８日㈫
午前10時予定

議会傍聴はどなたでもできます。
　申込みは不要です。直接役場３階議場へおいで
ください。
　詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。

TEL：0248-42-2118
E-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp

町ホームページから　 　 　 ➡

　 議　会　 　 　 ➡

　　日　程
　　（議案・一般質問のあらまし）

後藤さとみ  氏
根　宿

教
育
委
員
会
委
員

阿部　正榮  氏
大和内

人
権
擁
護
委
員

　
国
民
の
人
権
侵
害
を
監
視
・
是
正
し

人
権
思
想
を
広
め
る
仕
事
を
し
ま
す
。

次回は
12月３日より
確認可能


